










行財政・一般

カジノ誘致無くし
ギャンブル依存症対策を！ 光山 千絵 議員

　パチンコ等により既に世界一のギャンブル大国で
ある我が国で必要なのはカジノを含むＩＲ誘致では
なくギャンブル依存症対策である。本依存症は国際
比較でも罹患割合が高く、破産や家庭崩壊等をもた
らし大きな社会問題となっている。本市は競艇事業
者として法的にギャンブル依存症対策を行う義務が
あるが、市長の見解はどうか。

　本県が取り組むＩＲ誘致は大村市の経済に
も大きく寄与するものであり、積極的に進め

ていく。一方でギャンブル依存症にはしっかりと対策
を講じるべきと考える。他の公営競技に先行して日
本財団が本市を含め全国の競艇場に相談窓口を設
置している。今後も相談窓口の適切な運用と積極的
な活動を行うとともに、若年層からの予防教育を進
めていきたい。

答

行財政・一般

Ｖ・ファーレン長崎の
練習拠点整備について 小林 史政 議員

　練習拠点整備は、スポーツを生かした街づくりを
より具体的に実現できる大きなチャンスであると考
える。時間的な制限もあるが、慎重な協議と市民が恩
恵を受けるような整備を進めなければならない。そ
こで、整備による経済波及効果と市の整備負担額、さ
らに整備後、市民の利用できる頻度をどのように考
えているのか。

　経済波及効果については、V・ファーレン側の試
算では選手やスタッフなどの雇用を190人、家族を

含む関係者の定住人口を570人、練習見学などの交流人口
を約９万人／年と想定し、年間約42億円を見込んでいる。
市の整備負担については、地方創生関係の交付金など、有
利な財源の確保策を検討していきたい。また、市民利用に
ついては、特に重要なこととして協議を続けており、先方か
らは、平日の午前中に天然芝、平日の夕方に
人工芝を使用したいと提案があっている。ま
た、市からは土・日・祝日は、市民との相互利
用ができないか伝えている。

答

行財政・一般

備蓄がないのにマスク
支援したのは、なぜか。 村崎 浩史 議員

　市長は上海市閔行区へのマスク支援を行ったが、
大村市にマスクの備蓄はあるのか。備蓄がないのに、
上海市閔行区への支援を決定したのはなぜか。医療
従事者向けに市としてマスクの備蓄をしておくべき
だった。マスクをはじめ、備蓄状況の定期的なチェッ
クをするべきだ。今後、どのように改めていくのか。

　本市に備蓄していたマスクは、東日本大震
災時に被災地に送った後、備蓄していなかっ

た。友好都市である中国上海市閔行区からのマスク
等の緊急支援要請を受け、まずは、武漢市、中国での
感染拡大を防止することが日本、本市へのウイルス
侵入の水際対策につながると判断したため、市と大
村市日中親善協会で新たに購入するなどして、約１万
5,000枚のマスク支援を行った。今後、新型コロナウ
イルス感染症が終息し、市民生活に影響
なく確保が可能となった段階で、マスク
やアルコール消毒液、その他必要な備品
の備蓄を進めていきたい。

答

Ｖ・ファーレン長崎の
練習場等誘致について 松尾 祥秀 議員

　V・ファーレン長崎側からどのような条件が提示
されているのか。これまでの総合運動公園の整備費
等はどうなるのか。また、V・ファーレン長崎の練習
場等整備費の予定額と大村市にとっての経済波及効
果はどれくらいあると試算しているのか。

　市は、総合運動公園内にサッカー場３面と
体育館を整備し、V・ファーレン長崎は、公園前

の道路を挟んで山側にクラブハウスと屋内練習場を
整備する方針で意見が一致している。総合運動公園
の整備費は、平成30年度末現在で約31億3,000万
円となっており、未整備区域にサッカー場等を段階
的に整備していくこととしている。また、V・ファーレ
ン長崎による試算では、これらの整備費用を約18億
円、経済波及効果については、雇用190
人、それに伴う定住人口570人、交流人
口９万人／年と想定し、約42億円と見
込んでいる。

答

大村市における若年層の
社会減について 小林 史政 議員

　長崎県の人口が著しく減少する中、大村市の人口
はこの50年間増加しており、驚異的とも言える状況
にある。しかし一方で、青年期の15歳～24歳までの
若い世代は転出超過となっており、この状況に対し
て、若者の地元への定着を促す施策やＵ・Ｉ・Ｊター
ンなどの移住促進施策をより充実させる必要がある
と考えるが、どうか。

　若者の定住施策については、進学したい大
学や就労したい企業などを誘致する施策を

しっかり進めていく。また、移住促進施策について
は、首都圏・福岡圏に住む子育て世代をターゲットに
さまざまな施策を行っている。長崎県内各地からの
県外転出者が、県内へ帰ってくるときの場所が出身
地ではない大村市であることも十分に考えられるた
め、長崎県の人口減少に歯止めをかけ
る、ダム機能になるという意識を持って、
大村市が率先して広くアプローチしな
ければならないと考える。

答

行財政・一般

副市長体制について
水上　享 議員

　平成27年11月に執行された市長選挙公約の目玉
として、「副市長は２人もいらない、１名分の年間給
与1,200万円を子育て予算等に配分する」とし、１期
４年が経過した。市政を遂行するに当たり、どのよう
なことが不十分であったと総括され、令和２年度予
算に副市長２名の給与費を計上したのか尋ねる。

　内政と外政のそれぞれの担当が必要である
と考えている。内政担当は、近年多発している

未曽有の災害に対応する危機管理体制や、事務処理
ミス防止、コンプライアンス遵守などの内部統制の
強化、外政担当は、Ｖ・ファーレン長崎の拠点整備や
大学・学部の誘致、スマートシティ・スーパーシティの
推進に取り組む。新幹線開業、また、長崎県が100年
に一度と言われる転換期を迎える中、本県の玄関口
である大村市としてはさまざまなこと
を進めなければならない。このような総
合的な判断のもと、内政・外政の体制を
強化していきたい。

答

行財政・一般

通報システム事業に
ついて 野島 進吾 議員

　他の自治体では、市民が道路や公園、公共施設など
の不具合（陥没・破損等）などをスマートフォンのア
プリから通報するシステムを導入しているところが
あるが、大村市でも導入を検討してはどうか。

　アプリを活用した通報システムについて認
識はしているが、導入・運用等の経費が少なか

らずかかってくる。現在、ＬＩＮＥを活用して通報・問い
合わせができるアプリを県内の自治体で共同利用し
ようとする動きもあるので、その動向を注目したい。

答

行財政・一般 行財政・一般

市政一般質問

市議会だよりおおむら17 市議会だよりおおむら 16

事故再発防止のため
作業ルールの徹底を！ 竹森　学 議員

　今議会において、昨年11月、本市職員が除草作業
中、石を跳ね一般車を破損させたという事故の報告
があった。同様の事故が昨年９月に起き、12月議会
で報告されており、平成27年にも発生している。繰
り返されるこのような事故の対策として、担当職員
の草刈り機使用の資格取得も含めた安全管理のルー
ルを定めるべきではないか。

　事故を重大に受けとめ、草刈り機を使用す
る際には、車や人の通行、建物の有無などの周

囲の状況を十分に把握し、石を跳ね飛ばす恐れがあ
る場合は防護柵等を使用するなど、安全対策を講じ
て事故の抑制に努めるよう情報共有を行った。今後、
草刈り作業に従事する職員の安全対策講習会を開
催するなど、安全管理意識の醸成を図り、事故の再
発防止に努めていきたい。

答

行財政・一般
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行財政・一般



行財政・一般

新庁舎建設について
古閑森 秀幸 議員

　新庁舎建設計画地の白紙撤回の理由と時期、これ
までにかかった費用および補助金をまとめて尋ね
る。また、今後、白紙状態から新庁舎建設までに要す
る期間について尋ねる。

　建設計画地であるボート第５駐車場の地質
調査を行ったところ、断層が確認され活断層

の可能性を否定できないとの調査結果が出ており、
昨年12月に議会全員協議会で報告した。これまでに
要した費用については、基本計画の策定に約1,800
万円、基本設計や地質調査等に約１億2,900万円、合
計１億4,700万円である。なお、これらの経費には、ま
だ交付税措置等は反映されていない。今後のスケ
ジュールについては、現在、建設計画地
の再選定をどのような形でやっていく
か検討しているため、現時点でははっき
り示すことができない。

答

行財政・一般

Ｖ・ファーレン長崎誘致
について 朝長 英美 議員

　これまでの総合運動公園の整備に要した費用約
31億円のうち、国からの補助金はどれくらいか。ま
た、現在完成している施設を解体した場合、補助金の
返還はどれくらいか。返還が生じるようなことにな
れば、今後、国の補助金等を要望する際には支障を来
すのではないか。また、要望活動には、地元選出の国
会議員の協力が必要であり、計画変更の理解を得な
ければならないが、説明は行っているのか。

　国からの補助金は、約10億3,000万円であ
る。補助金を活用した施設を一定の期間内に変

更する場合に返還が生じるが、変更部分が未確定であ
るため、額も未定である。まずは未整備区域で整備して
いくことを前提としており、できるだけ返還が生じない
ような案を考え、国・県などにも相談している。また、本
件については、本市にさまざまな形でお力をお借りして
いる国会議員の方々に話をしているが、ま
だ詳細が決まっていないため、まずは議
会からお話を聞いて、しっかりと示せる段
階で改めて説明と要望に伺いたい。

答

行財政・一般

V・ファーレン長崎誘致
活動について 古閑森 秀幸 議員

　現在のスポーツシューレ構想計画はどこまで進ん
でいるのか。また、V・ファーレン長崎に対する大村
市の支援内容については、新聞報道にあるような
サッカーコート等の建設支援等が本当に行われるの
か。また、スポーツシューレ構想を含め、計画の中止、
または、変更はないか。

　スポーツを生かしたまちづくりの計画、いわ
ゆるスポーツシューレ構想は、関係部署などか

ら意見集約を行い、構想の策定を進めている段階で
あり、まだ具体的な中身はない。また、市の支援につ
いては、あくまでも総合運動公園は市が整備する市
の施設であり、公園の反対側のクラブハウスについて
は、Ｖ・ファーレン長崎が整備する施設であり、支援
を前提とした協議は行っていない。計画の中止・変更
については、今提示している内容で修正
ができる部分は捉えていく必要がある
と考える。

答

大村市独自の市民参加型
地域連携ポイント 田中 博文 議員

　“大村藩百万石構想、貴方も国づくりに参加しませ
んか”と題して、各種イベントへの参加や、町内会等
への加入による特典としてポイントを付与してい
く。ボランティアや貢献度の高いものには、高得点と
することで、意欲高揚にもつながる。付与されたポイ
ントを買い物に活用することで消費の増加も見込め
る。ぜひ採択を要望する。

　本市はこれまでも、市内の消費活性化や市
民活動意欲につなげる仕組みとして「地域連

携ポイント」の検討を行ってきたが、費用や運用面な
どの課題から導入には至っていない。現在はキャッ
シュレス化が進んでおり、市民がポイントをためて、使
うためのわかりやすい仕組みを構築できないか考え
ている。議員提案のような市民が関心を持つネーミ
ングも含め、関係者での協議を行い、進
めていければと考える。

答

行財政・一般

市政一般質問

市議会だよりおおむら19 市議会だよりおおむら 18

V・ファーレン長崎との
協議・交渉のため 城 幸太郎 議員

　昨年12月議会でも協議・交渉のための専門部署の
設置を進言したが、「具体的な方向性が整理できてい
ないので設置しない」と答弁された。１月末の全員協
議会で市とV・ファーレン長崎との方向性の整理は
できたと説明を受けたので、本格的な交渉を進める
ためにも専門部署は必要と考えるが、市の見解を聞
きたい。

　現在、企画政策部のほか、公園を統括する
都市整備部、スポーツを担当する市民環境部

の３部を中心に協議を進めている。専門部署の設置
については、今後検討していく必要があるが、現在の
３部を中心にしっかり対応していきたい。それを受け
て、市長、副市長を含めた協議の上でしっかりと体制
を整えていく必要があると考える。

答

行財政・一般各議員が通告した質問項目は以下のとおりです。
○山口　弘宣
市職員のストレスチェック実施結果と対応策／予算の算定方式の
変更理由と効果／インフルエンザ・新型肺炎関連／他
○村上　秀明
新幹線新大村駅（仮称）周辺整備の開業までのスケジュール・新幹
線開業アクションプラン事業と開業時点での周辺整備状況との関
連／第５期中山間地域等直接支払制度／他
○晦日　房和
公共公園の遊具／防災拠点としての非常用電源、食料備蓄、避難所
／ビジネス拠点、新工業団地の企業誘致／介護職員の現状と今後
／V・ファーレン長崎の拠点整備、総合運動公園の１期工事／他
○吉田　博
新型コロナウイルス対策／災害時の障がい者への防災対策／市職
員の対応／屋内プールの利用料金／気候変動非常事態宣言／V・
ファーレン長崎とスポーツシューレ／ＩＲ（カジノ）の誘致／他
○岩永　愼太郎
当市が目指すスポーツシューレ構想／林業の振興施策と地元産木
材の活用／公園の環境整備と遊具の安全点検／学童クラブ施設の
整備／ふるさと納税の現状／他
○山北　正久
V・ファーレン長崎問題／新市庁舎建設／大学誘致／ＳＤＧｓ／サ
ポカー補助金／男性の育児休業／認知症サポーター／出生前診断
／フレイル健診／育児サポーター事業／就職氷河期世代支援／ベ
ンチャー企業／他
○高濵　広司
新中地区公民館に太陽光パネルを設置しなかった理由／旧中地区
公民館の今後の活用法／新年度の新庁舎整備室の人員体制／他
○竹森　学
学校給食公会計化／高齢ドライバーへのブレーキアシスト装置等
の補助／子宮頸がんワクチン接種の周知／木場スマートインター
チェンジ下り方面の利便性向上／他
○光山　千絵
ギャンブル依存症の本県・本市の実態、ギャンブル等依存症対策基
本法に基づく今後の取り組み／Ｖ・ファーレン長崎との合意報道／
第５期障害福祉計画の進捗状況、相談体制と就労支援・移動支援
／他
○村崎　浩史
大村高校附属中学校を市独自で設置し、県市一体型の中高一貫校
の検討／萩市の「グローバル50奨学金事業」のように、世界にチャ
レンジする子どもを応援する奨学金／V・ファーレン長崎の拠点整
備／他
○宮田　真美
消費税増税後の市内業者の経営状況／小規模事業者持続化補助
金／国保の資格証明書の発行／高齢者の補聴器購入への助成を求
める／公立・公的病院の再編・統合／他
○小林　史政
人口問題／Ｖ・ファーレン長崎／産業支援センター／幼児教育・保
育の無償化／給食を生かした主権者教育／他
○松尾　祥秀
Ｖ・ファーレン長崎の練習場等誘致／大村市まち・ひと・しごと創
生総合戦略／小中学校３学期制導入／松原池の川湧水の活用／他
○野島　進吾
スポーツシューレ構想／多良の森トレイルランへの支援／スマート
シティへの取り組み／新庁舎建設再検討の進捗／バスターミナル
の今後／新幹線長崎ルート要望書／大学誘致／産業支援センター
の展開／他
○中崎　秀紀
歴史資料館／コミュニティスクール／メディア教育の取り組み／メ
ディア安全指導員活用提案／都市計画マスタープラン／地区計画・

道路計画要望／新幹線駅前公募条件への市内業者活用を加える
要望／他
○水上　享
機構改革／副市長体制／新庁舎建設／V・ファーレン長崎練習場／
新型コロナウイルス感染症対策・市民病院の機能／「沖田踊・黒丸
踊」ユネスコの文化遺産への登録・後継者育成／他
○城　幸太郎
おでかけサポート事業における視覚障がい者の対象条件見直しお
よび人工透析患者の利用実現／令和２年度の入園状況／日本酒
「純忠」の酒米生産／ミライonの年末年始の駐車場利用／新庁舎
建設／他
○永尾　髙宣
交通体制の充実のために久原駅の実現を／大村市のさらなる発展
の源である国道34号線の拡幅整備／コミュニティ（巡回）バス／新
型コロナウイルスの対応／新庁舎建設／他
○古閑森　秀幸
新型コロナウイルスに対する感染予防策／待機児童問題、保育士
の業務負担増加と保育の質の低下／他
○朝長　英美
入札状況／市発注の建設工事等／法人市民税／市庁舎問題／V・
ファーレン長崎／担い手確保策／離農家の家屋／他
○田中　博文
ミライonでの定期的なビブリオバトル開催の要望／簡易型読書手
帳の活用／戦後75年、原爆展の開催を要望／大村独自の地域連携
ポイント考察／手続き簡素化おくやみコーナー設置／他
○堀内　学
ＳＤＧｓをどのように捉えているか、小・中学校全照明機器のLED
化／逆ヘルプマークへの見解／住民主導型地域活性化事業交付金
制度／マイナンバーカードとマイナポイント／他



行財政・一般

新庁舎建設について
古閑森 秀幸 議員

　新庁舎建設計画地の白紙撤回の理由と時期、これ
までにかかった費用および補助金をまとめて尋ね
る。また、今後、白紙状態から新庁舎建設までに要す
る期間について尋ねる。

　建設計画地であるボート第５駐車場の地質
調査を行ったところ、断層が確認され活断層

の可能性を否定できないとの調査結果が出ており、
昨年12月に議会全員協議会で報告した。これまでに
要した費用については、基本計画の策定に約1,800
万円、基本設計や地質調査等に約１億2,900万円、合
計１億4,700万円である。なお、これらの経費には、ま
だ交付税措置等は反映されていない。今後のスケ
ジュールについては、現在、建設計画地
の再選定をどのような形でやっていく
か検討しているため、現時点でははっき
り示すことができない。

答

行財政・一般

Ｖ・ファーレン長崎誘致
について 朝長 英美 議員

　これまでの総合運動公園の整備に要した費用約
31億円のうち、国からの補助金はどれくらいか。ま
た、現在完成している施設を解体した場合、補助金の
返還はどれくらいか。返還が生じるようなことにな
れば、今後、国の補助金等を要望する際には支障を来
すのではないか。また、要望活動には、地元選出の国
会議員の協力が必要であり、計画変更の理解を得な
ければならないが、説明は行っているのか。

　国からの補助金は、約10億3,000万円であ
る。補助金を活用した施設を一定の期間内に変

更する場合に返還が生じるが、変更部分が未確定であ
るため、額も未定である。まずは未整備区域で整備して
いくことを前提としており、できるだけ返還が生じない
ような案を考え、国・県などにも相談している。また、本
件については、本市にさまざまな形でお力をお借りして
いる国会議員の方々に話をしているが、ま
だ詳細が決まっていないため、まずは議
会からお話を聞いて、しっかりと示せる段
階で改めて説明と要望に伺いたい。

答

行財政・一般

V・ファーレン長崎誘致
活動について 古閑森 秀幸 議員

　現在のスポーツシューレ構想計画はどこまで進ん
でいるのか。また、V・ファーレン長崎に対する大村
市の支援内容については、新聞報道にあるような
サッカーコート等の建設支援等が本当に行われるの
か。また、スポーツシューレ構想を含め、計画の中止、
または、変更はないか。

　スポーツを生かしたまちづくりの計画、いわ
ゆるスポーツシューレ構想は、関係部署などか

ら意見集約を行い、構想の策定を進めている段階で
あり、まだ具体的な中身はない。また、市の支援につ
いては、あくまでも総合運動公園は市が整備する市
の施設であり、公園の反対側のクラブハウスについて
は、Ｖ・ファーレン長崎が整備する施設であり、支援
を前提とした協議は行っていない。計画の中止・変更
については、今提示している内容で修正
ができる部分は捉えていく必要がある
と考える。

答

大村市独自の市民参加型
地域連携ポイント 田中 博文 議員

　“大村藩百万石構想、貴方も国づくりに参加しませ
んか”と題して、各種イベントへの参加や、町内会等
への加入による特典としてポイントを付与してい
く。ボランティアや貢献度の高いものには、高得点と
することで、意欲高揚にもつながる。付与されたポイ
ントを買い物に活用することで消費の増加も見込め
る。ぜひ採択を要望する。

　本市はこれまでも、市内の消費活性化や市
民活動意欲につなげる仕組みとして「地域連

携ポイント」の検討を行ってきたが、費用や運用面な
どの課題から導入には至っていない。現在はキャッ
シュレス化が進んでおり、市民がポイントをためて、使
うためのわかりやすい仕組みを構築できないか考え
ている。議員提案のような市民が関心を持つネーミ
ングも含め、関係者での協議を行い、進
めていければと考える。

答

行財政・一般

市政一般質問

市議会だよりおおむら19 市議会だよりおおむら 18

V・ファーレン長崎との
協議・交渉のため 城 幸太郎 議員

　昨年12月議会でも協議・交渉のための専門部署の
設置を進言したが、「具体的な方向性が整理できてい
ないので設置しない」と答弁された。１月末の全員協
議会で市とV・ファーレン長崎との方向性の整理は
できたと説明を受けたので、本格的な交渉を進める
ためにも専門部署は必要と考えるが、市の見解を聞
きたい。

　現在、企画政策部のほか、公園を統括する
都市整備部、スポーツを担当する市民環境部

の３部を中心に協議を進めている。専門部署の設置
については、今後検討していく必要があるが、現在の
３部を中心にしっかり対応していきたい。それを受け
て、市長、副市長を含めた協議の上でしっかりと体制
を整えていく必要があると考える。

答

行財政・一般各議員が通告した質問項目は以下のとおりです。
○山口　弘宣
市職員のストレスチェック実施結果と対応策／予算の算定方式の
変更理由と効果／インフルエンザ・新型肺炎関連／他
○村上　秀明
新幹線新大村駅（仮称）周辺整備の開業までのスケジュール・新幹
線開業アクションプラン事業と開業時点での周辺整備状況との関
連／第５期中山間地域等直接支払制度／他
○晦日　房和
公共公園の遊具／防災拠点としての非常用電源、食料備蓄、避難所
／ビジネス拠点、新工業団地の企業誘致／介護職員の現状と今後
／V・ファーレン長崎の拠点整備、総合運動公園の１期工事／他
○吉田　博
新型コロナウイルス対策／災害時の障がい者への防災対策／市職
員の対応／屋内プールの利用料金／気候変動非常事態宣言／V・
ファーレン長崎とスポーツシューレ／ＩＲ（カジノ）の誘致／他
○岩永　愼太郎
当市が目指すスポーツシューレ構想／林業の振興施策と地元産木
材の活用／公園の環境整備と遊具の安全点検／学童クラブ施設の
整備／ふるさと納税の現状／他
○山北　正久
V・ファーレン長崎問題／新市庁舎建設／大学誘致／ＳＤＧｓ／サ
ポカー補助金／男性の育児休業／認知症サポーター／出生前診断
／フレイル健診／育児サポーター事業／就職氷河期世代支援／ベ
ンチャー企業／他
○高濵　広司
新中地区公民館に太陽光パネルを設置しなかった理由／旧中地区
公民館の今後の活用法／新年度の新庁舎整備室の人員体制／他
○竹森　学
学校給食公会計化／高齢ドライバーへのブレーキアシスト装置等
の補助／子宮頸がんワクチン接種の周知／木場スマートインター
チェンジ下り方面の利便性向上／他
○光山　千絵
ギャンブル依存症の本県・本市の実態、ギャンブル等依存症対策基
本法に基づく今後の取り組み／Ｖ・ファーレン長崎との合意報道／
第５期障害福祉計画の進捗状況、相談体制と就労支援・移動支援
／他
○村崎　浩史
大村高校附属中学校を市独自で設置し、県市一体型の中高一貫校
の検討／萩市の「グローバル50奨学金事業」のように、世界にチャ
レンジする子どもを応援する奨学金／V・ファーレン長崎の拠点整
備／他
○宮田　真美
消費税増税後の市内業者の経営状況／小規模事業者持続化補助
金／国保の資格証明書の発行／高齢者の補聴器購入への助成を求
める／公立・公的病院の再編・統合／他
○小林　史政
人口問題／Ｖ・ファーレン長崎／産業支援センター／幼児教育・保
育の無償化／給食を生かした主権者教育／他
○松尾　祥秀
Ｖ・ファーレン長崎の練習場等誘致／大村市まち・ひと・しごと創
生総合戦略／小中学校３学期制導入／松原池の川湧水の活用／他
○野島　進吾
スポーツシューレ構想／多良の森トレイルランへの支援／スマート
シティへの取り組み／新庁舎建設再検討の進捗／バスターミナル
の今後／新幹線長崎ルート要望書／大学誘致／産業支援センター
の展開／他
○中崎　秀紀
歴史資料館／コミュニティスクール／メディア教育の取り組み／メ
ディア安全指導員活用提案／都市計画マスタープラン／地区計画・

道路計画要望／新幹線駅前公募条件への市内業者活用を加える
要望／他
○水上　享
機構改革／副市長体制／新庁舎建設／V・ファーレン長崎練習場／
新型コロナウイルス感染症対策・市民病院の機能／「沖田踊・黒丸
踊」ユネスコの文化遺産への登録・後継者育成／他
○城　幸太郎
おでかけサポート事業における視覚障がい者の対象条件見直しお
よび人工透析患者の利用実現／令和２年度の入園状況／日本酒
「純忠」の酒米生産／ミライonの年末年始の駐車場利用／新庁舎
建設／他
○永尾　髙宣
交通体制の充実のために久原駅の実現を／大村市のさらなる発展
の源である国道34号線の拡幅整備／コミュニティ（巡回）バス／新
型コロナウイルスの対応／新庁舎建設／他
○古閑森　秀幸
新型コロナウイルスに対する感染予防策／待機児童問題、保育士
の業務負担増加と保育の質の低下／他
○朝長　英美
入札状況／市発注の建設工事等／法人市民税／市庁舎問題／V・
ファーレン長崎／担い手確保策／離農家の家屋／他
○田中　博文
ミライonでの定期的なビブリオバトル開催の要望／簡易型読書手
帳の活用／戦後75年、原爆展の開催を要望／大村独自の地域連携
ポイント考察／手続き簡素化おくやみコーナー設置／他
○堀内　学
ＳＤＧｓをどのように捉えているか、小・中学校全照明機器のLED
化／逆ヘルプマークへの見解／住民主導型地域活性化事業交付金
制度／マイナンバーカードとマイナポイント／他
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大村市議会 NEWS

今年度の市民と議会のつどい「語ってみゅーか」について
　大村市議会では、毎年１回、地域の皆様との意見交換の場として、市内８地区で市民と議
会のつどい「語ってみゅーか」を開催してきました。今年度は当初５月の開催を予定してい
ましたが、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、終息後に開催することとなり
ました。詳細な日時は決定次第ホームページ等でお知らせいたします。ご理解のほどよろし
くお願いいたします。

　令和２年３月定例会は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観
点から、本会議および委員会の傍聴自粛をお願いしておりました。市
民の皆様にはご理解とご協力をいただき誠にありがとうございまし
た。令和２年６月定例会の傍聴については、今後改めてホームページ
等でお知らせいたします。

新人議員として 1 年余りが過ぎましたが、少しでも前に進みたいという気持ちが先に立ち、
空回りすることも多くありました。3 月議会は、市長の突然の 「V・ファーレン合意」のマスコミ発表
があったために14名の議員が一般質問をしました。市長は「合意」ではなく「一致」と答弁しましたが、
それぞれの議員の質問によって「V・ファーレン」を巡る概要が見えてきました。それと開会前に発生
し今なお終息が見えない「新型コロナウイルス」について、２月27日の安倍首相の突然の「休校要請」
に対し、大村市が行った対策に関しても質問がありました。３月議会のキーワードは、「突然」という
言葉に尽きるようです。全世界を席巻している新型コロナウイルスの一刻も早い終息を祈ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （吉田　博）

編集後記
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副委員長野島 進吾
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宮田 真美
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大村市議会

市政一般質問や定例会の内容など、もっと詳しく知りたい方は
大村市議会のホームページをご覧ください。
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傍 聴 に
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令和２年６月定例会の予定

・６月８日（月）　　　本会議 （議案審議）
・10日（水）～12日（金）　　　本会議 （市政一般質問）
・15日（月）・16日（火）　　　本会議 （市政一般質問）
・17日（水）・18日（木）　　　委員会（議案審査）

10時
10時

・19日（金）　　　委員会（議案審査）
・24日（木）　　　委員会（議案審議）

13時
10時

10時
10時

※定例会の予定 （日程等） は変更となる
　場合があります。
※６月３日（水）の議会運営委員会で決定
　します。


